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《本書のおもな構成》
　アームの組み立て　

3ページ～
　各部の調整方法　

8ページ～

1. 製品内容 ※組み立てを始める前に、次の部品がそろっているかご確認ください。

アーム＋VESAマウンタ ベース クランプ ベース取付けネジ クランプ取付けネジ

モニター取付けネジ

（M4x12）（M4x16）

六角レンチ（M3） グリップ付き六角レンチ（M5） 六角レンチ（M6） 組立説明書（本書）

x 1 x 1 x 1 x 4 x 2

x 各4 x 1 x 1 x 1 x 1

重量級液晶モニター対応上下昇降式モニターアーム

　　組立説明書　　
CRC-HWMA01BK

このたびは本製品をお買い上げいただき、まことにありがとう
ございます。
本書には重要な注意事項や取り扱い方法が記載されています。
組み立て前、ご使用前には必ず本書をお読みになり、組み立てが
終わったあともいつでも見られるよう大切に保管してください。

2. 作業前準備

作業をする前に
本製品の組み立てや取り付けについて分かりにくい部分
がございましたら、作業をする前に弊社サポートセンター
（→16ページ）までお問い合わせをお願いいたします。

組み立て・調整に別途必要なもの
1. プラスドライバー（No.2）
2. 軍手（作業時の手のはさまれやケガの防止）

https://www.century.co.jp/racen/?m=1
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3. 安全上のご注意

《警告および注意表示について》
この表示で記載された文章を無視して誤った取り
扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性を
想定した内容を示します。

この表示で記載された文章を無視して誤った取り
扱いをすると、人が傷害ないし物的損害を負う可能性
を想定した内容を示します。

《絵記号の意味》

しなければいけないこと

してはいけないこと

ケガに注意

はさまれ注意

取り付け前の確認事項
・ 製品を取り付ける前に、製品の欠品や形状不良等がないことを
必ず確認してください。 
欠品や形状不良等があった場合、設置をせずに弊社サポート
センターまでご連絡をお願いいたします。
・ 製品をご使用になることでモニターや各ケーブル、机等に傷や
変色が生じることがあります。あらかじめご了承ください。
・ 製品ページ等に記載の寸法と、実際の製品でわずかな誤差が
出る場合がございます。あらかじめご了承ください。

製品を小さなお子様の手の触れるところに設置しな
いでください。
各アームの可動部に指をはさんだり、ぶつかったりするとケガ
の原因となり危険です。

本製品を設置する際には、必ず大人2名以上で作業を
行ってください。
1人で作業を行うと、機器の破損やケガなどのおそれがあり
ます。

取り付けを行う机は、
本製品およびモニターを
支えるのに十分な強度が
必要です。
凹凸があったり、強度が足り
ない場合、机が破損する
だけでなく、モニター等の
故障や、ケガの原因となり
危険です。

クランプ等は適切な強さ
で固定する。
締め付けが強すぎて机が
割れてしまったり、ゆるすぎ
て外れてしまったりすると
危険です。

アームや関節部に指や
ケーブルがはさまらない
ように注意する。
可動させた場合に指やケー
ブルがはさまると、破損や
ケガの原因となり危険です。

可動部を考えてケーブル
を配線する。
アームを動かした際にケー
ブルが引っ張られることが
あります。
すこし余裕を持たせて配線
を行ってください。
また、ケーブルカバー等で
ケーブルの皮膜を傷つける
場合があります。
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4. アームの組み立て

1 アームにベースを取り付けます。
使用工具（原寸大） 使用ネジ（原寸大）

六角レンチ
（M3） ベース取付けネジ

（x4）

❶あらかじめVESAマウンタをアームから取り外しておきます。（VESAマウンタは 3  で使用します。）
❷ アームの底面を上向きにして立て、ベース取付けネジでベースを固定します。 
この時、アームが転倒しないようご注意ください。

ベース取付けネジ

アーム
（底面）

ベース

アーム
（底面）

VESAマウンタ

❶

❷
ゆるむ

六角レンチ
（M3）

六角レンチ
（M3）

転倒注意！

VESAマウンタが外しにくい場合
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4. アームの組み立て（つづき）

2 クランプの取り付け～デスクへの設置
【手順1】 
ベースにクランプを取り付ける

【手順2】 
組み上がった部品を天板に設置する

使用工具／使用ネジ（原寸大） 使用工具

グリップ付き六角レンチ
（M5）

クランプ取付けネジ
（x2）

六角レンチ
（M6）

クランプ

クランプ
取付けネジ

グリップ付き六角レンチ
（M5）

ベース

クランプの取り付け位置と天板厚の関係

10～40mmの場合

天板厚

30～60mmの場合

天板厚

（ベース） （ベース）

アームを横にすると
作業がしやすくなります

六角レンチ
（M6）

※天板は、本製品およびモニターを支えるのに十分な強度
が必要です。

下から見た図
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3 モニターにVESAマウンタを取り付けます。
使用するネジ（原寸大）

モニター取付けネジ （M4x12） （M4x16）

❶お使いのモニターの取扱説明書を参照し、付属しているスタンド等を取り外します。
❷ 液晶面を毛布などの柔らかい物の上に置き、液晶面や外枠に傷がつかないようにしてVESAマウンタを合わせ、

VESA穴の位置を確認したらモニター取付けネジ（M4x12またはM4x16）で固定します。

本製品に付属しているネジが合わない場合、市販の適切なネジを別途ご用意ください。
不適切なネジを使うとモニターを故障させてしまったり、本製品を使用中にモニターが落下してしまったりと
非常に危険です。
必ずモニター指定のネジの太さ、長さを確認してから取り付けを行ってください。

モニター取付けネジ

VESAマウンタ
お使いのモニター

毛布・タオルなど

75 mm 100 mm

VESA規格
穴位置サイズ

※ネジ穴の間隔が100x100mm
を超える場合、市販のVESA
変換金具を用いることで取り
付け可能です。
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4. アームの組み立て（つづき）

4 モニターを取り付けます。
3  でVESAマウンタを取り付けたモニターを、アームのエレベーターに差し込んで取り付けます。
※ 落下のおそれがありますので、この作業は必ず大人2名以上で行ってください。 
落下した場合、機器の故障だけでなく、けがなどのおそれがあります。

お使いのモニター

エレベーター
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5 モニターのケーブル類を配線します。
●ケーブルをアームの背面カバー内部に通して配線します。
※ アームを動かした際にケーブルが引っ張られることがあります。少し余裕をもたせて配線を行ってください。 
また、背面カバー等でケーブルの皮膜を傷つける場合があります。
※DVⅠケーブルなど、コネクタ形状が大きいケーブルは背面カバーの穴に入らない場合があります。ご注意ください。

少し余裕をもたせて
配線してください。

少し余裕をもたせて
配線してください。

背面カバー
※取れません
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5. 各部の調整方法

1 エレベーターの調整（高さ）
使用工具

グリップ付き六角レンチ
（M5）

付属のグリップ付き六角レンチ（M5）を使い、エレベーターの高さ調整を行います。
※昇降幅を超えるような無理な調整を行うと、アームが破損したりケガをするおそれがあります。

● 工具をしっかり差し込んで調整してください。差し込みが浅いと、工具が外れて本製品やモニターに傷を付けたり
ケガをするおそれがあります。
●モニターの重量で調整しにくい場合は、いったんVESAクランプごとモニターを取り外して作業してください。

下がる上がる

（上から見た図）

調整ネジ

調整ネジの
回転方向

エレベーター
の高さ

調整ネジの回転方向と
エレベーターの高さ

グリップ付き六角レンチ
（M5）
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2 VESAマウンタの調整（上下傾き）
使用工具（原寸大）

六角レンチ
（M6）

付属の六角レンチ（M6）を使い、モニターの上下傾きを調整します。
この部品は内部にバネが内蔵されており、調節ネジをゆるめるとバネの反発により上に傾くようになっています。
モニターの角度を調整する際は、ネジをゆるめて調整したあとに、ネジを締めて固定してください。
※締め付けがゆるいと、モニターが不意に動いて破損やケガをするおそれがあります。

● 工具をしっかり差し込んで調整してください。差し込みが浅いと、工具が外れて本製品に傷を付けたりケガをする
おそれがあります。

●ネジは一気に大きく回さず、半回転程度回して様子を見てください。

ゆるめる
（調整する）
場合

締める
（固定する）
場合

モニターの
上下傾き

調整ネジの
回転方向

モニターの上下傾きと
調整ネジの回転方向

（上から見た図）

調整ネジ

六角レンチ
（M6）
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5. 各部の調整方法（つづき）

3 VESAマウンタの調整（左右傾き）
使用工具（原寸大）

六角レンチ
（M3）

付属の六角レンチ（M3）を使い、モニターの左右傾きを調整します。
※締め付けがゆるいと、モニターが不意に動いて破損やケガをするおそれがあります。

● 工具をしっかり差し込んで調整してください。差し込みが浅いと、工具が外れて本製品に傷を付けたりケガをする
おそれがあります。

●ネジは一気に大きく回さず、半回転程度回して様子を見てください。

モニターの左右傾きと
調整ネジの回転方向

（横から見た図）

調整ネジ

調整ネジの
回転方向

ゆるめる
（調整する）
場合

締める
（固定する）
場合

モニターの
左右傾き

六角レンチ
（M3）
六角レンチ
（M3）
六角レンチ
（M3）
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MEMO
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6. トラブルシューティング

症　状 処　置
各固定部をきつく締めてい
るが、モニターがぐらついて
しまう

取り付けた天板の強度が足りていない可能性があります。
天板がゆがんでいないかご確認ください。

モニターが上下に動かない ●モニターを取り付けているか確認する
●モニターの重量を確認する
　※ 本製品は24kgまでのモニターに対応しています。 

24kg超のモニターの場合は取り付けできません。

設置したあとモニターが動か
ない、回転できない

初めて動かす場合は関節部が固くなっている場合があります。
各関節部の調整をすこしゆるめ、少し力を入れて動くかをご確認くだ
さい。
（危険ですので、無理に強く力を入れすぎないようにご注意ください。）

固くて六角レンチが回せない 六角レンチの短い辺を取り付けて長い辺を持って回すと力が入れやすい
です。

長い辺を持つ

力が入れやすい 力が入れにくい

また、モニターなど物に当たって回しにくい場合は、一時的にモニターを
外して調整を行ってください。

少しなら動かせるが、大きく
モニターを動かそうとすると
動かない

可動にともなうケーブルの余裕が少なくて、引きつっている可能性があり
ます。
7ページをご参照のうえ、各関節部にケーブルの余裕があるかをご確認
ください。
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7. FAQ（よくある質問とその回答）

質　問 回　答
動きがわるい関節部があり
ます。オイルなどを付けても
いいですか？

付属の六角レンチを用いて関節部の調整をお試しください。
オイルなどはプラスチックをいためる場合がありますので使用しないで
ください。
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9. 各部の可動域

±20°

360°

－15°

＋20°
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10. 製品寸法

モニターアーム全体

ベース＆クランプ

（単位 ： mm）

（単位 ： mm）

66

149

66

149

10～60

155

6

170

52
0

33
0

18
5

51
5

【クランプ取付け位置＝上部】 【クランプ取付け位置＝下部】

190

120

155

60

6

10

～

40

155

60

6

30

～

60

190

120
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̶ 本書に関するご注意 ̶
１．　 本書の内容の一部または全部を無断転載することは固くお断りします。
２．　本書の内容については、将来予告なく変更することがあります。
３．　 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れ

など、お気づきの点がございましたらご連絡ください。
４．　運用した結果の影響については、【３.】項に関わらず責任を負いかねますのでご了承くださ
い。
５．　 本製品がお客様により不適当に使用されたり、本書の内容に従わずに取り扱われたり、また

はセンチュリーおよびセンチュリー指定のもの以外の第三者により修理・変更されたこと等
に起因して生じた損害等につきましては、責任を負いかねますのでご了承ください。

※記載の各会社名・製品名は各社の商標または登録商標です。
※ This product version is for internal Japanese distribution only. 
Ⅰt comes with drivers and manuals in Japanese. 
This version of our product will not work with other languages operating system 
and we provide help support desk in Japanese only.

保証事項
１．正常な使用状態で、万一故障した場合には本保証書の保証規定にしたがい、無償修理

いたします。
２．保証期間内であっても以下のような場合には有償修理となります。
 a ． 購入日を証明する資料を提示されない場合。
 b ． 購入日を証明する資料の字句を書き換えた場合。

 c ． 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧による故障および
損傷。

 d ． お買い上げ後の輸送、移動等における落下・衝撃等、お取扱いが適当でないため
に生じた故障および損傷。

 e ． 接続している他の機器に起因して生じた本製品の故障および損傷。
 f ． 消耗品の交換、および当社以外での修理・改造・調整・分解などをされた場合。
 g ． 正常なご使用において消耗部品が自然消耗・摩耗・劣化等した場合。

 h ． オークション等を含む個人間売買や中古販売、または譲渡によって製品を入手
した場合。

３．本製品の使用によって生じた直接・間接の故障（データの損失等）については当社は
一切その責任を負うことはできません。

４．無償保証期間内外を問わず、すべてセンドバックによる修理対応とさせていただき
ます。尚、保証期間内の送料は、発送時はお客様のご負担、修理完了後の商品の
返送時は弊社の負担とさせていただきます。保証期間外の送料は往復ともお客
様負担とさせていただきます。

５．本保証書は再発行いたしませんので大切に保管してください。
６．本保証書は、日本国内においてのみ有効です。

This warranty is valid only in Japan.

【販売・サポート】 【サポートセンター】

〒277–0872
千葉県柏市トヨフタ（十余二）249–329

04–7142–7533
（電話受付時間　平日 午前10時 ～ 午後5時まで）

【FAX】04–7142–7285
【Web】https://www.century.co.jp
【Mail】support@century.co.jp

～お願い～
修理をご依頼の場合、必ず事前にサポートセンターにて受付を行ってから発送を
お願いいたします。

12. サポートのご案内

製品名
重量級液晶モニター対応上下昇降式
モニターアーム

型番 CRC-HWMA01BK

本体色 ブラック

対応モニターサイズ
最大49インチ（縦横比32 ： 9相当）
※ スピーカーなどで外枠が大きい場合、取り
付けや回転等が行えない場合があります。

耐荷重 24kg

昇降幅 330mm

上下調整角度 上向き ： 20°、 下向き ： 15°

左右調整角度 ±20°

垂直回転調整角度 360°

対応VESA穴規格 75×75mm、 100×100mm

適応天板厚 10 ～ 60mm

本体重量 約6kg

11. 製品仕様

重量級液晶モニター対応上下昇降式モニターアーム
（CRC-HWMA01BK）

組立説明書
CRC-HWMA01BK_m01_2021/06/10

「ラセン上下昇降アーム」

センチュリーサポートへご相談の際は…

お使いのPCや本製品、パッケージなどを
ご用意したうえでお電話いただくと、対応
がスムーズに進みます。

商品の性質上、すべての環境、組み合わせでの動作を保証
するものではありません。

https://www.century.co.jp/?m=1
https://www.century.co.jp
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